反射鏡洗浄の検討（１）　吉田孝次

１．食器洗い器と専用洗剤

　小型の反射望遠鏡のミラーの洗浄は定期的に行いたいが、エチルアルコールなどの薬品を使ったり、湯で洗ったりする場合には、表面に常にキズをつけないように注意したい。

　以前から、食器洗い器が使えないかと考えて、実践をすることを決心した。

しかし、念のために専用洗剤の注意書き、成分をよく読んでみると以下の条件が書かれてあった。

1） Fresh-Up ；エステー株式会社　（開発：ドイツ）

２）フィニッシュ（パウダー）；発売元（アース製薬株式会社）

　　　　　　　　　　　　　　 輸入元（RECKIT BENCKISER

                             レキット　ベンキーザー・ジャパン株式会社

（使えない食器）漆器、アルミ食器、クリスタルグラス、カットグラス、

　　　　　　　　銀食器、金線、銀線、上絵付の食器ほか

（成分）①界面活性剤（１％ポリオキシ アルキレン アルキルエーテル）

　　　　②アルカリ剤（炭酸塩）、③水軟化剤（クエン酸塩）、

　　　　④工程剤（硫酸塩）、⑤分散剤、⑥漂白剤、⑦漂白活性化剤、

　　　　⑧酵素、⑨天然植物製油

２．食器洗い器と専用洗剤を用いたアルミ板の洗浄試験

　洗浄予定の反射望遠鏡は、２3年前に松崎真空皮膜でマルチコート（増反射処理）を行った15cm パラボラミラーであるが、専用洗剤の成分を見て躊躇した。

ましてや、使えない食器にアルミ食器、カットグラスがあり、取り返しがつかなくなることを危惧し、アルミ板洗浄で事前実験を行った。

1） アルミ板が白濁（アルマイトの弁当箱のように）

参考；添付写真と現物（回覧）
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２）ｔ0.3mm アルミ板表面（洗浄前）
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３）t0.5mmアルミ板表面（洗浄前）
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